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営農第一課から TEL73－9616
営農ニュース

FARMING NEWS
営農ニュース

FARMING NEWS

水

　稲

❷
出
芽
管
理

代
か
き
、
つ
き
あ
か
り
の
田
植
え
に
つ
い
て

❸
育
苗
管
理

３
月
中
〜
下
旬

【
太
陽
シ
ー
ト
・
健
苗
シ
ー
ト
共
通
】

低
温
時
・
日
射
量
が
少
な
い
時
期
の
ポ
イ
ン
ト

●
つ
き
あ
か
り
の
田
植
に
つ
い
て

❶
播
　
種

　今
月
よ
り
つ
き
あ
か
り
の
播
種
、
育
苗
が
始
ま

り
ま
す
。
売
れ
る
米
づ
く
り
は
良
い
苗
作
り
か
ら

始
ま
り
ま
す
。
各
品
種
左
記
の
日
程
を
参
考
に
作

業
計
画
を
立
て
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
天
候
に
応
じ

て
適
切
に
管
理
し
、
健
苗
育
成
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

◆
緑
化
期
（
1
・
5
葉
期
ま
で
）

・
か
ん
水
は
朝
に
満
遍
な
く
た
っ
ぷ
り
と
行
う
。

（
伸
ば
し
す
ぎ
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
）

・
ハ
ウ
ス
内
の
適
温
は
20
℃
〜
25
℃（
夜
間
は

10
℃
を
下
回
ら
な
い
よ
う
保
温
す
る
）

◆
硬
化
期
以
降
（
1
・
5
葉
期
以
降
）

・
基
本
、
か
ん
水
は
朝
に
た
っ
ぷ
り
と
行
う

　（
※
気
温
が
高
い
・
風
が
強
い
日
は
昼
過
ぎ
に

追
加
か
ん
水
）

・
ハ
ウ
ス
内
は
最
高
20
℃
最
低
10
℃
ま
で
徐
々
に

下
げ
て
健
剛
な
苗
に
仕
上
げ
る
。

※
昼
間
は
30
℃
を
上
回
ら
な
い
よ
う
十
分
換
気

を
行
う
（
夜
間
は
10
℃
を
下
回
ら
な
い
よ
う

保
温
す
る
）

　
箱
全
体
の
４
割
程
度
、

覆
土
の
上
に
５
〜
10
㎜

の
芽
が
見
え
た
ら
太
陽

シ
ー
ト
を
除
覆
す
る
。

※
出
芽
後
、
急
に
強
い

光
に
当
て
る
と
白
化

苗
を
生
ず
る
の
で
日

射
の
強
い
日
に
は
注

意
す
る
。

●
長
期
間
低
温
に
な
る
と
、
カ
ビ
が
発
生
す
る

こ
と
が
あ
る
た
め
、
一
時
的
に
シ
ー
ト
を
除

覆
し
、
地
温
を
あ
げ
る
。

●
ハ
ウ
ス
中
央
部
と
周
辺
部
の
苗
箱
の
入
れ
替

え
実
施
。

1
．
今
後
天
候
が
良
く
な
る
に
つ
れ
、
ハ
ウ
ス
内
の

温
度
は
午
前
中
の
間
で
も
急
激
に
上
昇
し
ま
す
。

　
天
候
を
考
慮
し
ハ
ウ
ス
内
の
温
度
が
上
が
り
す
ぎ

な
い
よ
う
注
意
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

2
．
体
感
温
度
で
は
な
く
必
ず
『
温
度
計
』
を
使
用

し
て
温
度
管
理
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　（
温
度
計
の
位
置
：
ハ
ウ
ス
中
央
部
の
育
苗
箱
か

ら
５
〜
10
㎝
程
度
上
部
）

3
．
健
苗
シ
ー
ト
（
白
色
）
を
使
用
し
て
い
る
方
は

急
激
に
温
度
が
上
が
り
や
す
い
の
で
、
温
度
管
理

に
特
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

4
．
徐
覆
後
２
〜
３
日
は
発
根
を
促
進
す
る
た
め
に
、

か
ん
水
を
し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
濁
水
の
流
出
防
止
の
観
点
か
ら
、
左
記
の
こ
と
を
注
意
し
て
代
か
き
を

行
っ
て
下
さ
い
。

令
和
５
年
産
大
豆
生
育
概
況

　
播
種
作
業
は
6
月
上
旬
よ
り
始
ま
り
ま
し

た
。
梅
雨
入
り
が
早
く
（
5
月
29
日
頃
梅
雨

入
り
（
平
年
よ
り
8
日
早
い
））
天
候
を
考
慮

し
た
う
え
で
の
播
種
作
業
と
な
り
ま
し
た
。

　
7
月
8
、
9
日
に
は
、
降
り
始
め
か
ら

2
3
7
㎜
の
大
雨
に
よ
り
、
か
ん
水
被
害
を

受
け
ま
し
た
。
播
種
直
後
の
ほ
場
で
は
か
ん

水
被
害
に
よ
り
出
芽
不
良
と
な
り
、
一
部
播

き
直
し
の
ほ
場
も
あ
り
ま
し
た
。

　
一
転
し
て
、
梅
雨
明
け
（
7
月
16
日
頃
）

以
降
、
盆
頃
ま
で
ほ
と
ん
ど
降
雨
が
な
く
か

ん
水
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
病
害
虫
は
、
マ
メ
ハ
ン
ミ
ョ
ウ
や
ハ
ダ
ニ

が
一
部
の
ほ
場
で
発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、

ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ
の
発
生
が
平
年
に
比
べ
多

く
、
9
月
上
旬
か
ら
中
旬
に
か
け
て
多
発
し

本
田
防
除
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
盆
以
降
は
、
雨
量
は
少
な
い
も
の
の
降
雨

の
日
が
多
く
、
着
莢
・
子
実
肥
大
に
と
っ
て

は
好
条
件
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

雑
草
に
も
好
環
境
で
あ
る
た
め
、
帰
化
ア
サ

ガ
オ
、
タ
デ
類
、
ホ
ソ
ア
オ
ゲ
イ
ト
ウ
な
ど

の
大
型
・
難
防
除
雑
草
が
平
年
に
比
べ
て
多

い
状
況
で
し
た
。

　
単
収
は
、
町
平
均
1
6
2
㎏
/
10
ａ（
過
去

5
年
平
均
1
5
0
㎏
/
10
ａ
）
で
平
年
を
上

回
り
ま
し
た
。

　
品
質
は
、
1
、
2
等
級
比
率
85
％
（
過
去

5
年
平
均
69
％
）
で
上
位
等
級
比
率
も
平
年

を
上
回
り
ま
し
た
。

①
あ
ぜ
塗
り
・
畦
畔
の
補
修
に
よ
る
漏
水
防
止
。

②
で
き
る
限
り
浅
水
状
態
で
代
か
き
を
行
う
。

③
水
田
ハ
ロ
ー
を
使
用
し
た
代
か
き
。

④
初
期
除
草
剤（
ピ
ラ
ク
ロ
ン
な
ど
）を
田
植
え
前
に
使
用
し
な
い
。

（
斐
川
町
自
主
規
制
）

⑤
田
植
え
時
に
強
制
落
水
を
し
な
い
。

⑥
基
肥
は
で
き
る
だ
け
側
条
施
肥
を
行
う
。

田
植
時
期
：
４
月
20
〜
25
日

　
　
　
　
　
　（
植
付
本
数
：
３
〜
４
本
　
　
植
付
株
数
：
60
株
／
坪
）

基
　
肥
　
量
：
オ
リ
ザ
４
６
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
30
㎏（
全
層
施
肥
は
35
㎏
）／
10
a

一
発
型
肥
料
：
ワ
ン
オ
ー
ル
６
４
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
50
㎏（
全
層
施
肥
は
60
㎏
）／
10
a

注
意
点

◆
太
陽
シ
ー
ト
除
覆
の
タ
イ
ミ
ン
グ

◆
健
苗
シ
ー
ト（
白
色
）被
覆
に
よ
る
出
芽

特徴

（単位：袋／ 30kg）

※等級比率は端数処理をしているため、計が一致しない場合があります。

農産物検査の結果は以下のとおりです。

地
温
を
上
げ
や
す
い
が
晴
れ
る
と
急

激
に
温
度
が
上
が
る
の
で
特
に
注
意

す
る

3月10日～20日頃
4月1日～4月20日頃
4月25日～5月5日頃
4月20日～5月5日頃

30日～40日
25日～30日
25日
25日

4月20日～25日
5月3日～15日
5月20日～30日
5月15日～30日

つ きあかり
つ や 姫
コシヒカリ
きぬむすめ

つきあかり
つ や 姫
コシヒカリ
きぬむすめ

18～20箱／10a
15～18箱／10a
15箱／10a
18箱／10a

60株／坪（株間18cm）
50～60株／坪（株間21～18cm）
50株／坪（株間21cm）
６０株／坪（株間18cm）

乾籾100～120g／箱（浸種後125～150g／箱）

サチユタカA1号

タマホマレ

フクユタカ

合　計

等級割合

1等  

4,964

4,416

498

9,878

66.0%

2等  

2,459

394

0

2,853

19.1%

3等  

769

477

258

1,504

10.0%

特　加 

319

95

92

506

3.4%

規格外 

180

54

0

234

1.6%

合　計 

8,691

5,436

848

14,975

100%

等級品種

斐川地区本部のページ斐川地区本部のページ

10



営農第一課から TEL73－9616
営農ニュース

FARMING NEWS
営農ニュース

FARMING NEWS

水

　稲

❷
出
芽
管
理

代
か
き
、
つ
き
あ
か
り
の
田
植
え
に
つ
い
て

❸
育
苗
管
理

３
月
中
〜
下
旬

【
太
陽
シ
ー
ト
・
健
苗
シ
ー
ト
共
通
】

低
温
時
・
日
射
量
が
少
な
い
時
期
の
ポ
イ
ン
ト

●
つ
き
あ
か
り
の
田
植
に
つ
い
て

❶
播
　
種

　今
月
よ
り
つ
き
あ
か
り
の
播
種
、
育
苗
が
始
ま

り
ま
す
。
売
れ
る
米
づ
く
り
は
良
い
苗
作
り
か
ら

始
ま
り
ま
す
。
各
品
種
左
記
の
日
程
を
参
考
に
作

業
計
画
を
立
て
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
天
候
に
応
じ

て
適
切
に
管
理
し
、
健
苗
育
成
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

◆
緑
化
期
（
1
・
5
葉
期
ま
で
）

・
か
ん
水
は
朝
に
満
遍
な
く
た
っ
ぷ
り
と
行
う
。

（
伸
ば
し
す
ぎ
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
）

・
ハ
ウ
ス
内
の
適
温
は
20
℃
〜
25
℃（
夜
間
は

10
℃
を
下
回
ら
な
い
よ
う
保
温
す
る
）

◆
硬
化
期
以
降
（
1
・
5
葉
期
以
降
）

・
基
本
、
か
ん
水
は
朝
に
た
っ
ぷ
り
と
行
う

　（
※
気
温
が
高
い
・
風
が
強
い
日
は
昼
過
ぎ
に

追
加
か
ん
水
）

・
ハ
ウ
ス
内
は
最
高
20
℃
最
低
10
℃
ま
で
徐
々
に

下
げ
て
健
剛
な
苗
に
仕
上
げ
る
。

※
昼
間
は
30
℃
を
上
回
ら
な
い
よ
う
十
分
換
気

を
行
う
（
夜
間
は
10
℃
を
下
回
ら
な
い
よ
う

保
温
す
る
）

　
箱
全
体
の
４
割
程
度
、

覆
土
の
上
に
５
〜
10
㎜

の
芽
が
見
え
た
ら
太
陽

シ
ー
ト
を
除
覆
す
る
。

※
出
芽
後
、
急
に
強
い

光
に
当
て
る
と
白
化

苗
を
生
ず
る
の
で
日

射
の
強
い
日
に
は
注

意
す
る
。

●
長
期
間
低
温
に
な
る
と
、
カ
ビ
が
発
生
す
る

こ
と
が
あ
る
た
め
、
一
時
的
に
シ
ー
ト
を
除

覆
し
、
地
温
を
あ
げ
る
。

●
ハ
ウ
ス
中
央
部
と
周
辺
部
の
苗
箱
の
入
れ
替

え
実
施
。

1
．
今
後
天
候
が
良
く
な
る
に
つ
れ
、
ハ
ウ
ス
内
の

温
度
は
午
前
中
の
間
で
も
急
激
に
上
昇
し
ま
す
。

　
天
候
を
考
慮
し
ハ
ウ
ス
内
の
温
度
が
上
が
り
す
ぎ

な
い
よ
う
注
意
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

2
．
体
感
温
度
で
は
な
く
必
ず
『
温
度
計
』
を
使
用

し
て
温
度
管
理
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　（
温
度
計
の
位
置
：
ハ
ウ
ス
中
央
部
の
育
苗
箱
か

ら
５
〜
10
㎝
程
度
上
部
）

3
．
健
苗
シ
ー
ト
（
白
色
）
を
使
用
し
て
い
る
方
は

急
激
に
温
度
が
上
が
り
や
す
い
の
で
、
温
度
管
理

に
特
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

4
．
徐
覆
後
２
〜
３
日
は
発
根
を
促
進
す
る
た
め
に
、

か
ん
水
を
し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
濁
水
の
流
出
防
止
の
観
点
か
ら
、
左
記
の
こ
と
を
注
意
し
て
代
か
き
を

行
っ
て
下
さ
い
。

令
和
５
年
産
大
豆
生
育
概
況

　
播
種
作
業
は
6
月
上
旬
よ
り
始
ま
り
ま
し

た
。
梅
雨
入
り
が
早
く
（
5
月
29
日
頃
梅
雨

入
り
（
平
年
よ
り
8
日
早
い
））
天
候
を
考
慮

し
た
う
え
で
の
播
種
作
業
と
な
り
ま
し
た
。

　
7
月
8
、
9
日
に
は
、
降
り
始
め
か
ら

2
3
7
㎜
の
大
雨
に
よ
り
、
か
ん
水
被
害
を

受
け
ま
し
た
。
播
種
直
後
の
ほ
場
で
は
か
ん

水
被
害
に
よ
り
出
芽
不
良
と
な
り
、
一
部
播

き
直
し
の
ほ
場
も
あ
り
ま
し
た
。

　
一
転
し
て
、
梅
雨
明
け
（
7
月
16
日
頃
）

以
降
、
盆
頃
ま
で
ほ
と
ん
ど
降
雨
が
な
く
か

ん
水
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
病
害
虫
は
、
マ
メ
ハ
ン
ミ
ョ
ウ
や
ハ
ダ
ニ

が
一
部
の
ほ
場
で
発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、

ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ
の
発
生
が
平
年
に
比
べ
多

く
、
9
月
上
旬
か
ら
中
旬
に
か
け
て
多
発
し

本
田
防
除
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
盆
以
降
は
、
雨
量
は
少
な
い
も
の
の
降
雨

の
日
が
多
く
、
着
莢
・
子
実
肥
大
に
と
っ
て

は
好
条
件
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

雑
草
に
も
好
環
境
で
あ
る
た
め
、
帰
化
ア
サ

ガ
オ
、
タ
デ
類
、
ホ
ソ
ア
オ
ゲ
イ
ト
ウ
な
ど

の
大
型
・
難
防
除
雑
草
が
平
年
に
比
べ
て
多

い
状
況
で
し
た
。

　
単
収
は
、
町
平
均
1
6
2
㎏
/
10
ａ（
過
去

5
年
平
均
1
5
0
㎏
/
10
ａ
）
で
平
年
を
上

回
り
ま
し
た
。

　
品
質
は
、
1
、
2
等
級
比
率
85
％
（
過
去

5
年
平
均
69
％
）
で
上
位
等
級
比
率
も
平
年

を
上
回
り
ま
し
た
。

①
あ
ぜ
塗
り
・
畦
畔
の
補
修
に
よ
る
漏
水
防
止
。

②
で
き
る
限
り
浅
水
状
態
で
代
か
き
を
行
う
。

③
水
田
ハ
ロ
ー
を
使
用
し
た
代
か
き
。

④
初
期
除
草
剤（
ピ
ラ
ク
ロ
ン
な
ど
）を
田
植
え
前
に
使
用
し
な
い
。

（
斐
川
町
自
主
規
制
）

⑤
田
植
え
時
に
強
制
落
水
を
し
な
い
。

⑥
基
肥
は
で
き
る
だ
け
側
条
施
肥
を
行
う
。

田
植
時
期
：
４
月
20
〜
25
日

　
　
　
　
　
　（
植
付
本
数
：
３
〜
４
本
　
　
植
付
株
数
：
60
株
／
坪
）

基
　
肥
　
量
：
オ
リ
ザ
４
６
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
30
㎏（
全
層
施
肥
は
35
㎏
）／
10
a

一
発
型
肥
料
：
ワ
ン
オ
ー
ル
６
４
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
50
㎏（
全
層
施
肥
は
60
㎏
）／
10
a

注
意
点

◆
太
陽
シ
ー
ト
除
覆
の
タ
イ
ミ
ン
グ

◆
健
苗
シ
ー
ト（
白
色
）被
覆
に
よ
る
出
芽

特徴

（単位：袋／ 30kg）

※等級比率は端数処理をしているため、計が一致しない場合があります。

農産物検査の結果は以下のとおりです。

地
温
を
上
げ
や
す
い
が
晴
れ
る
と
急

激
に
温
度
が
上
が
る
の
で
特
に
注
意

す
る

3月10日～20日頃
4月1日～4月20日頃
4月25日～5月5日頃
4月20日～5月5日頃

30日～40日
25日～30日
25日
25日

4月20日～25日
5月3日～15日
5月20日～30日
5月15日～30日

つ きあかり
つ や 姫
コシヒカリ
きぬむすめ

つきあかり
つ や 姫
コシヒカリ
きぬむすめ

18～20箱／10a
15～18箱／10a
15箱／10a
18箱／10a

60株／坪（株間18cm）
50～60株／坪（株間21～18cm）
50株／坪（株間21cm）
６０株／坪（株間18cm）

乾籾100～120g／箱（浸種後125～150g／箱）

サチユタカA1号

タマホマレ

フクユタカ

合　計

等級割合

1等  

4,964

4,416

498

9,878

66.0%

2等  

2,459

394

0

2,853

19.1%

3等  

769

477

258

1,504

10.0%

特　加 

319

95

92

506

3.4%

規格外 

180

54

0

234

1.6%

合　計 

8,691

5,436

848

14,975

100%

等級品種
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ニュース トピックスニュース トピックス

　
ト
マ
ト
ソ
ー
ス
は
、
ど
ん
な
料
理
に

も
使
え
る
万
能
ソ
ー
ス
で
、
作
り
置
き

に
も
最
適
で
す
。

　
参
加
者
は
４
班
に
分
か
れ
、
講
師
の

実
演
を
交
え
な
が
ら
調
理
を
進
め
ま
し

た
。 

　 

　
生
春
巻
き
の
２
品
は
、
焼
き
肉
の
た

れ
で
炒
め
た
豚
肉
や
ボ
イ
ル
し
た
エ
ビ

を
、
た
っ
ぷ
り
の
サ
ニ
ー
レ
タ
ス
と
一

緒
に
ラ
イ
ス
ペ
ー
パ
ー
で
巻
く
シ
ン
プ

ル
な
料
理
な
が
ら
、
見
た
目
の
華
や
か

な
一
品
。 

ス
マ
ホ
教
室
を
開
催

　
２
月
１
日
ひ
か
わ
あ
ぐ
り
キ
ッ
チ
ン
ふ
ぁ
み
ー
ゆ

で
、
く
ら
し
の
活
動
事
業
の
一
環
と
し
て
、
ス
マ
ホ
教

室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
よ
り
３
名
の
講
師
を
迎
え
、
J
Ａ
し

ま
ね
斐
川
女
性
部
の
部
員
11
名
が
受
講
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
受
講
者
は
、
ス
マ
ホ
経
験
が
比
較
的
あ
る
方

が
多
く
、
応
用
編
を
受
講
し
ま
し
た
。
講
師
の
指
導
の

も
と
実
際
に
各
自
の
ス
マ
ホ
を
操
作
し
な
が
ら
、
特
殊

詐
欺
な
ど
か
ら
ス
マ
ホ
を
安
全
・
安
心
に
使
用
す
る
た

め
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
、
生
活
を
豊
か
に
す
る
便
利

な
ア
プ
リ
の
紹
介
や
設
定
方
法
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　
ま
た
、
普
段
わ
か
ら
な
い
点
や
対
応
策
に
つ
い
て
、

個
別
の
質
問
に
答
え
て
も
ら
う
形
式
で
疑
問
を
解
決
で

き
、参
加
者
は「
電

話
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
だ

け
で
な
く
、
も
っ

と
便
利
に
使
い
こ

な
し
て
み
た
い
」

と
感
想
を
語
り
ま

し
た
。

　
こ
の
ス
マ
ホ
教

室
は
、
概
ね
10
名

程
度
の
グ
ル
ー
プ

で
開
催
で
き
ま

す
。
ま
た
講
座
の

内
容
も
、
参
加
者

の
ス
キ
ル（
経
験
・

知
識
）に
応
じ
て
、

入
門
編
か
ら
応
用

編
ま
で
要
望
に
応

じ
て
開
催
可
能
で

す
。

　
２
月
12
日
、
ひ
か
わ
あ
ぐ
り
キ
ッ
チ

ン
ふ
ぁ
み
ー
ゆ
で
、
く
ら
し
の
活
動
事

業
の
一
環
と
し
て
、「
ワ
イ
ン
に
合
う

料
理
を
作
ろ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、
男
の

料
理
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

ワ
イ
ン
に
合
う
料
理
を
作
ろ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　男
の
料
理
教
室
開
催

　
講
師
に
は
、
直
江
地
区
の
洋
風
居
酒

屋
「
創
作
ダ
イ
ニ
ン
グ
　
ｋ
ｏ
ｈ
ａ
ｋ

ｕ
　
〜
琥
珀
〜
」
よ
り
、
マ
ス
タ
ー
の

竹
谷
勇
記
氏
と
シ
ェ
フ
の
川
内
俊
樹
氏

を
招
き
、
女
性
４
名
を
含
む
12
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
メ
ニ
ュ
ー
は
、
豚
肉
の
生
春
巻
き
・

エ
ビ
の
生
春
巻
き
・
ト
マ
ト
ソ
ー
ス
・

白
菜
と
ソ
ー
セ
ー
ジ
の
ト
マ
ト
パ
ス

タ
・
エ
ビ
と
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
マ
ヨ
炒

め
・
真
鯛
の
ア
ク
ア
パ
ッ
ツ
ァ
の
６
品

を
作
り
ま
し
た
。

組
合
員
学
び
の
ひ
ろ
ば

　
２
月
３
日
上
直
江
ア
ク
テ
ィ
ー
斐
川
で
、
組
合
員
学

び
の
ひ
ろ
ば
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
講
師
に
は
、
農
林
水
産
副
大
臣
　
鈴
木
憲
和
氏
を
迎

え
、『
コ
メ
政
策
の
未
来
と
日
本
の
食
の
可
能
性
』
と

題
し
、
講
演
を
い
た
だ
き
、
農
政
ト
ッ
プ
の
貴
重
な
講

演
を
聴
こ
う
と
、
集
落
営
農
組
織
や
土
地
利
用
型
農
家

の
担
い
手
の
ほ
か
、
関
係
諸
機
関
の
方
々
百
数
十
名
が

来
場
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
、こ
れ
か
ら
の
食
料
政
策
に
つ
い
て
触
れ
、

豪
雨
災
害
リ
ス
ク
が
年
々
高
ま
っ
て
き
て
い
る
こ
と
、

農
業
就
業
人
口
は
最
近
20
年
で
６
割
弱
減
少
し
て
い
る

こ
と
、
主
食
米
の
需
要
量
が
近
年
年
間
10
万
ト
ン
規
模

で
減
少
し
て
い
る
こ
と
、
な
ど
の
背
景
が
示
さ
れ
ま
し

た
。

　
そ
の
中
で
、
持
続
可
能
な
米
作
り
を
進
め
、
需
要
を

拡
大
し
豊
作
を
喜
べ
る
環
境
を
作
り
た
い
と
し
、
こ
れ

か
ら
の
取
組
み
と
し
て
50
万
ト
ン
の
需
要
を
創
造
し
た

い
。
そ
の
た
め
に
は
、
低
価
格
米
へ
の
置
き
換
え
・
米

粉
の
代
替
・
輸
出
な
ど
の
戦
略
が
重
要
と
な
っ
て
く
る

と
、
ご
自
身
の
今
後
の
取
組
み
に
つ
い
て
、
抱
負
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
質
疑
の
場

で
は
、
生
産
費
の

高
騰
に
農
産
物
価

格
が
追
付
い
て
い

な
い
こ
と
、
実
情

に
合
っ
た
農
村
政

策
を
期
待
す
る
な

ど
、
様
々
な
質
問

や
意
見
が
出
さ

れ
、
充
実
し
た
講

演
会
と
な
り
ま
し

た
。

　
パ
ス
タ
は
、
旬
の
白
菜
を
使
っ
て
、

程
よ
い
酸
味
と
濃
厚
な
ト
マ
ト
ソ
ー
ス

を
絡
め
た
絶
品
の
仕
上
が
り
。

　
マ
ヨ
炒
め
は
、
粒
マ
ス
タ
ー
ド
が
効

い
た
濃
厚
な
風
味
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。

　
ア
ク
ア
パ
ッ
ツ
ァ
は
、
ム
ニ
エ
ル
に

し
た
真
鯛
に
、
ア
サ
リ
・
パ
プ
リ
カ
・

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な
ど
、
彩
り
も
鮮
や
か

で
、
お
し
ゃ
れ
な
イ
タ
リ
ア
ン
。

　
出
来
た
料
理
は
持
ち
帰
っ
て
い
た
だ

き
、
ご
家
族
と
一
緒
に
楽
し
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
家
族
に
も
大
好
評

で
、す
ご
く
お
い
し
い
と
絶
賛
で
し
た
。」

「
身
近
な
材
料
で
、
簡
単
に
美
味
し
い
料

理
が
で
き
て
よ
か
っ
た
。」「
お
し
ゃ
れ

な
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が
増
え
た
」
と
感
想

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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介護福祉だより
お問い
合わせ

介護センター　☎73-9635
デイサービスセンターつつじ園　☎73-7314

米
一
握
り
運
動
実
施

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
女
性
部
は
、Ｊ
Ａ
し
ま
ね
お
よ
び
島
根

県
農
協
青
年
組
織
協
議
会
に
協
力
を
呼
び
か
け
、「
米

一
握
り
運
動
」
の
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
部
員
が

持
ち
寄
っ
た
米
は
フ
ー
ド
バ
ン
ク
や
子
ど
も
食
堂
な

ど
に
贈
り
、
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
も
二
回
に
分
け
て
実
施
さ
れ
、
斐
川
女
性

部
は
２
月
16
日
〜
22
日
、「
米
一
握
り
運
動
」
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
女
性
部
だ
け

で
な
く
、
農
青
連
・

運
営
委
員
・
職
員
な

ど
斐
川
地
区
本
部
全

体
に
協
力
を
呼
び
か

け
た
結
果
、
１
５
１

キ
ロ
の
玄
米
が
集
ま

り
ま
し
た
。

　
集
ま
っ
た
お
米

は
、
精
米
・
袋
詰
め

し
た
の
ち
、
希
望
が

あ
っ
た
こ
ど
も
食
堂

や
フ
ー
ド
バ
ン
ク
、

県
内
の
大
学
へ
寄
贈

す
る
予
定
で
す
。
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3月26日（火）
3月28日（木）
4月 8 日（月）
4月 9 日（火）
4月10日（水）
4月15日（月）
4月18日（木）
4月25日（木）

ひまわりグループ
書道グループ
絵てがみグループ
ちぎり絵グループ
いきいきグループ
パッチワークグループ
手芸グループ
書道グループ

春
野
菜
苗  

接
木
作
業
最
盛
期

　
　
　
　
　
Ｊ
Ａ
種
苗
セ
ン
タ
ー

　
２
月
に
入

り
、Ｊ
Ａ
種
苗

セ
ン
タ
ー
で
は

令
和
６
年
度
春

野
菜
苗
の
播

種
・
接
木
作
業

が
ピ
ー
ク
を
迎

え
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
種
苗
セ

ン
タ
ー
は
、Ｊ

Ａ
し
ま
ね
斐
川

野
菜
苗
部
会

（
常
松
信
光
部

会
長
）
の
も
と

で
、
接
木
苗
15

万
本
・
実
生
苗

３
万
本
、
計
18

万
本
の
春
野
菜
苗
を
生
産
・
販
売
す
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
施
設
野
菜
組
合
や
他
地
区
本
部
の
生
産
農
家
の
接

木
苗
も
受
注
生
産
し
て
お
り
、
ナ
ス
・
ト
マ
ト
・
ピ
ー
マ

ン
の
３
品
目
・
50
品
種
、
総
本
数
20
万
本
の
接
木
苗
を
生

産
し
ま
す
。

　
接
木
作
業
は
、
台
木
用
の
苗
と
穂
木
用
の
苗
を
別
々
に

生
産
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
苗
を
カ
ミ
ソ
リ
で
斜
め
に
切

断
し
、
切
断
面
を
合
わ
せ
、

活
着
す
る
ま
で
支
持
具
で

固
定
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の

繊
細
な
作
業
は
、
４
名
の

ス
タ
ッ
フ
が
１
日
約
３
，０

０
０
本
、
１
月
下
旬
か
ら

４
月
上
旬
ま
で
続
き
ま
す
。

大田  隆斗（11歳）
        雪那（9歳）
        湊斗（6歳）

たか  と

ゆき  な

みな  と

斐川町原鹿

大田 和志さん  より

毎日にぎやか兄妹です！

我が子
自慢・

孫自慢

〒699ー0593  JA斐川地区本部  組織広報課  行き
（※住所の記載は不要です）

　つつじ園では、節分の日に毎年恒例の「豆まき」をしました。
大きな声で「鬼はーそとー！」と、職員が扮する鬼に向かって
豆をなげて病気や災害を追い払い、「福はーうちー」と、利用
者の皆さんとつつじ園に福が来ますようにと豆を撒きました。
「久しぶりに大きな声を出して、楽しかったよ」と、皆さん季
節の行事を楽しまれました。
　2月の天気の良い日には花見に出かけました。斐川公園の梅
の花は例年より少し早く見ごろを迎え、花びらを間近で見なが
ら、ゆっくりと散歩を楽しみました。

俳 句
・節分祭 可愛い鬼に 鬼は外
・梅咲いて 斐川公園 みなで行く
　　　　　　　　 ご利用者様作

デイサービスセンターつつじ園

ニュース トピックス 斐川地区本部のページ斐川地区本部のページ
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資材課から TEL 73-9619

資材課および配送センター臨時休業のお知らせ資材課および配送センター臨時休業のお知らせ

特売期間　3/16（土）～3/24（日）

平日728円を

平日265円を

650
3,740平日3,839円を

平日589円を 428

◎ラウンドアップマックスロード　各規格

◎ザクサ液剤　各規格
（吸収力が違う）
（水田畦畔などに）

◎バスタ液剤　各規格

◎バスタノズルLV35＆
　　　　　ラウンドノズルULV5販売中

（大切な作物のそばに）

（重労働から解放！ 少水量散布可能）

【数量限定】
ザクサ液剤 10Lご購入で、1L（500ｍｌ×2本）、
　　　　　 20Ｌご購入で、2Ｌ プレゼントキャンペーン中

【数量限定】
ザクサ液剤 10Lご購入で、1L（500ｍｌ×2本）、
　　　　　 20Ｌご購入で、2Ｌ プレゼントキャンペーン中

上記の除草剤を、お買上げの方に　粗品進呈上記の除草剤を、お買上げの方に　粗品進呈

令和6年3月19日（火）14：00～令和6年3月19日（火）14：00～
JAしまね斐川地区本部 営農総合センターJAしまね斐川地区本部 営農総合センター

3月31日（日）　棚卸しのため休店いたします

３月28日（木）午後～３月29日（金）終日３月28日（木）午後～３月29日（金）終日 勤務場 所　出雲市斐川町三分市１８９２

　　　　　　ＪＡしまね広域玉葱調製保管施設

業 務 内 容　（１）玉葱の選果作業

　　　　　　（２）玉葱の根葉切り作業

雇 用 期 間　令和６年５月中旬～令和６年９月末頃

就 業 時 間　８時３０分～１７時３０分

休　　　日　週休２日制　（日曜日・火曜日）

年　　　齢　不問

時　　　給　910円

募 集 人 員　２名

広域玉葱調製保管施設作業員募集広域玉葱調製保管施設作業員募集

棚卸の為、３月 28 日（木）午後～ 29 日（金）終日お休みさせていただきます。
期間中、資材の受け渡しや配達を行いませんので、ご利用される方はお早
めにお願いいたします。

棚卸の為、３月 28 日（木）午後～ 29 日（金）終日お休みさせていただきます。
期間中、資材の受け渡しや配達を行いませんので、ご利用される方はお早
めにお願いいたします。

※詳しい内容は下記までお問合せ下さい。
お問い合わせ先
　ＪＡしまね斐川地区本部
　営農第二課　金山　渡部
　0853-73-9617

花のまち出雲の春一番チューリップを、今在家から。

チューリップまつり2024
約100aの圃場で50種類（30万本）のチューリップがお出迎え

イベント
開催日

4/13・4/14土 日
9：30～17：00

場　所 正興研修館 北側圃場
出雲市斐川町今在家630番地

販売店
●アレンジフラワー
●切り花
●球根の販売・予約
●野菜の販売

●ねぎ焼き
●焼きそば
●フランクフルト
●ソフトアイス他

期間中は
無料シャトルバスが
運行しております
運行時間 9：00～16：00
〈20分間隔で運行します〉

無料シャトルバス発着場
今在家農村公園
（駐車場）

正興研修館
（チューリップまつり会場）

伊波野コミュニティセンター
（菜の花畑 会場）

今在家

斐川地区本部のページ 斐川地区本部のページ
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今岡　健司 伊波野支店兼出西支店渉外
推進課複合渉外係主任

本店共済部共済指導課
（共済事務インストラクター・統括支店駐在）

陰山　佳世 伊波野支店兼出西支店渉外
推進課共済渉外係主任

出東支店兼斐川中部支店渉
外推進課共済渉外係主任

飯塚　賢治 出東支店兼斐川中部支店長兼
渉外推進課長兼複合渉外係長兼共済渉外係長 荘原支店兼斐川支店次長

川上万里子 出東支店兼斐川中部支店支店係長 斐川統括支店ローンセンター係長

杉谷　美香 出東支店兼斐川中部支店支店係長 伊波野支店兼出西支店渉外
推進課共済推進係長

原　　琴乃 出東支店兼斐川中部支店支店係 出東支店兼斐川中部支店渉
外推進課共済渉外係

福間　綾夏 出東支店兼斐川中部支店渉
外推進課複合渉外係主任

出東支店兼斐川中部支店渉
外推進課金融渉外係

古川　聡志 出東支店兼斐川中部支店渉
外推進課複合渉外係 営農部営農第二課

森山　　快 出東支店兼斐川中部支店渉
外推進課複合渉外係

出東支店兼斐川中部支店渉
外推進課共済渉外係

内田　悠貴 出東支店兼斐川中部支店渉
外推進課共済渉外係主任

出東支店兼斐川中部支店渉
外推進課共済渉外係

上野真里菜 総務課付 出東支店兼斐川中部支店渉
外推進課金融渉外係

人事異動【令和6年3月1日付】
氏 　名 新　　　任 旧　　　任

伊勢　雅和 統括部長兼企画総務部長兼
組織広報課長

統括部長兼企画総務部長兼
生活部長兼組織広報課長

玉木　勝義 営農部長兼営農企画課長 営農部長

原　　紀行 営農部営農企画課長補佐 営農部営農企画課係長

小村　幹生 営農部営農企画課係長 営農部営農第一課係長

松本　大輔 営農部営農第一課主任 荘原支店兼斐川支店渉外推
進課共済渉外係主任

安食　　誠 営農部営農第二課係長 営農部営農企画課係長

新宮　教秀 営農部資材課長 営農部営農企画課長

川上　貴史 生活部長 生活部次長

黒田　裕子 企画総務部組織広報課主任 出東支店兼斐川中部支店支店係主任

池田　直紀 斐川統括支店金融課係長兼
斐川支店（投信窓販担当） 斐川統括支店金融課係長

仁田　孝志 斐川統括支店ローンセンター係長 出東支店兼斐川中部支店支店係長

神田　伸彦 斐川統括支店共済課長 出東支店兼斐川中部支店長兼
渉外推進課長兼金融渉外係長兼共済渉外係長

古志　達郎 斐川統括支店共済課主任 本店共済部共済指導課（LA
トレーナー・統括支店駐在）

児玉　　明 荘原支店兼斐川支店次長 斐川統括支店共済課長

原　　直子 荘原支店兼斐川支店支店係主任 荘原支店兼斐川支店渉外推
進課共済渉外係主任

中島　　誠 荘原支店兼斐川支店渉外推
進課複合渉外係長

荘原支店兼斐川支店渉外推
進課金融渉外係長

新田　亜美 荘原支店兼斐川支店渉外推
進課複合渉外係 荘原支店兼斐川支店支店係

塩野　泰之 荘原支店兼斐川支店渉外推
進課共済渉外係主任 企画総務部総務課主任

大場　康正 伊波野支店兼出西支店長兼
渉外推進課長兼金融渉外係長

伊波野支店兼出西支店長兼
渉外推進課長

池田　明弘 伊波野支店兼出西支店渉外
推進課金融渉外係

伊波野支店兼出西支店渉外
推進課共済渉外係

周藤　　亮 伊波野支店兼出西支店渉外
推進課複合渉外係長

伊波野支店兼出西支店渉外
推進課金融渉外係長

本店　人事異動【令和6年3月1日】
氏 　名 新　　　任 旧　　　任

日野　　忠 本店改革推進室 本店経済部経済課

植田　　誠 本店信用共済推進支援センター
中部センター（信用トレーナー）

本店金融部金融企画課
（統括支店駐在）

江角　睦央 本店信用共済推進支援センター
中部センター（共済トレーナー）

荘原支店兼斐川支店渉外推
進課共済渉外係主任

糸賀　政宏 本店共済部共済事務指導課 伊波野支店兼出西支店渉外
推進課共済渉外係

地区本部間　人事異動【令和6年3月1日】
氏 　名 新　　　任 旧　　　任

星野　淳司 出雲地区本部統括支店渉外
推進課長 伊波野支店兼出西支店長補佐

山田　貴幸 伊波野支店兼出西支店長補佐 出雲地区本部南部ブロック佐田支店長代理兼
金融課長兼共済課長兼金融係長

退　　職【令和6年2月29日付】
氏 　名 退職事由 旧　　　任

二瀬　　稔 依願退職 営農部資材課長

妹尾　　香 依願退職 出東支店兼斐川中部支店支店係

氏 　名 新　　　任 旧　　　任
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今岡　健司 伊波野支店兼出西支店渉外
推進課複合渉外係主任

本店共済部共済指導課
（共済事務インストラクター・統括支店駐在）

陰山　佳世 伊波野支店兼出西支店渉外
推進課共済渉外係主任

出東支店兼斐川中部支店渉
外推進課共済渉外係主任

飯塚　賢治 出東支店兼斐川中部支店長兼
渉外推進課長兼複合渉外係長兼共済渉外係長 荘原支店兼斐川支店次長

川上万里子 出東支店兼斐川中部支店支店係長 斐川統括支店ローンセンター係長

杉谷　美香 出東支店兼斐川中部支店支店係長 伊波野支店兼出西支店渉外
推進課共済推進係長

原　　琴乃 出東支店兼斐川中部支店支店係 出東支店兼斐川中部支店渉
外推進課共済渉外係

福間　綾夏 出東支店兼斐川中部支店渉
外推進課複合渉外係主任

出東支店兼斐川中部支店渉
外推進課金融渉外係

古川　聡志 出東支店兼斐川中部支店渉
外推進課複合渉外係 営農部営農第二課

森山　　快 出東支店兼斐川中部支店渉
外推進課複合渉外係

出東支店兼斐川中部支店渉
外推進課共済渉外係

内田　悠貴 出東支店兼斐川中部支店渉
外推進課共済渉外係主任

出東支店兼斐川中部支店渉
外推進課共済渉外係

上野真里菜 総務課付 出東支店兼斐川中部支店渉
外推進課金融渉外係

人事異動【令和6年3月1日付】
氏 　名 新　　　任 旧　　　任

伊勢　雅和 統括部長兼企画総務部長兼
組織広報課長

統括部長兼企画総務部長兼
生活部長兼組織広報課長

玉木　勝義 営農部長兼営農企画課長 営農部長

原　　紀行 営農部営農企画課長補佐 営農部営農企画課係長

小村　幹生 営農部営農企画課係長 営農部営農第一課係長

松本　大輔 営農部営農第一課主任 荘原支店兼斐川支店渉外推
進課共済渉外係主任

安食　　誠 営農部営農第二課係長 営農部営農企画課係長

新宮　教秀 営農部資材課長 営農部営農企画課長

川上　貴史 生活部長 生活部次長

黒田　裕子 企画総務部組織広報課主任 出東支店兼斐川中部支店支店係主任

池田　直紀 斐川統括支店金融課係長兼
斐川支店（投信窓販担当） 斐川統括支店金融課係長

仁田　孝志 斐川統括支店ローンセンター係長 出東支店兼斐川中部支店支店係長

神田　伸彦 斐川統括支店共済課長 出東支店兼斐川中部支店長兼
渉外推進課長兼金融渉外係長兼共済渉外係長

古志　達郎 斐川統括支店共済課主任 本店共済部共済指導課（LA
トレーナー・統括支店駐在）

児玉　　明 荘原支店兼斐川支店次長 斐川統括支店共済課長

原　　直子 荘原支店兼斐川支店支店係主任 荘原支店兼斐川支店渉外推
進課共済渉外係主任

中島　　誠 荘原支店兼斐川支店渉外推
進課複合渉外係長

荘原支店兼斐川支店渉外推
進課金融渉外係長

新田　亜美 荘原支店兼斐川支店渉外推
進課複合渉外係 荘原支店兼斐川支店支店係

塩野　泰之 荘原支店兼斐川支店渉外推
進課共済渉外係主任 企画総務部総務課主任

大場　康正 伊波野支店兼出西支店長兼
渉外推進課長兼金融渉外係長

伊波野支店兼出西支店長兼
渉外推進課長

池田　明弘 伊波野支店兼出西支店渉外
推進課金融渉外係

伊波野支店兼出西支店渉外
推進課共済渉外係

周藤　　亮 伊波野支店兼出西支店渉外
推進課複合渉外係長

伊波野支店兼出西支店渉外
推進課金融渉外係長

本店　人事異動【令和6年3月1日】
氏 　名 新　　　任 旧　　　任

日野　　忠 本店改革推進室 本店経済部経済課

植田　　誠 本店信用共済推進支援センター
中部センター（信用トレーナー）

本店金融部金融企画課
（統括支店駐在）

江角　睦央 本店信用共済推進支援センター
中部センター（共済トレーナー）

荘原支店兼斐川支店渉外推
進課共済渉外係主任

糸賀　政宏 本店共済部共済事務指導課 伊波野支店兼出西支店渉外
推進課共済渉外係

地区本部間　人事異動【令和6年3月1日】
氏 　名 新　　　任 旧　　　任

星野　淳司 出雲地区本部統括支店渉外
推進課長 伊波野支店兼出西支店長補佐

山田　貴幸 伊波野支店兼出西支店長補佐 出雲地区本部南部ブロック佐田支店長代理兼
金融課長兼共済課長兼金融係長

退　　職【令和6年2月29日付】
氏 　名 退職事由 旧　　　任

二瀬　　稔 依願退職 営農部資材課長

妹尾　　香 依願退職 出東支店兼斐川中部支店支店係

氏 　名 新　　　任 旧　　　任
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